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　自分を含めて，医師など医療の専門家が
患者さんの行動変容を促そうとするとき，
絶望的なコミュニケーション不全に陥るこ
とがしばしばあります．そして，この「絶望
的なコミュニケーション不全」の源泉にある
医療者側の考えとして，「A．自分は正しい
ことを正しく相手に伝えた　➡　B．相手は
私のメッセージを正しく理解し，私のメッ
セージに従ってふるまってくれるはずであ
る」という思い込みがあると私は考えていま
す．残念ながら，実際のコミュニケーショ
ンの場面では Aと Bは一致することはめっ
たにないですし，ほとんどの場合その二つ
は大きくかけ離れています．なぜその二つ
は大きくかけ離れるのか？　その一つは，
メッセージはそれなりに工夫しなければ相
手にちゃんと受け取ってもらえないという
こと，もう一つは，自律的な存在である大
人は，受け取ったメッセージをそのまま行
動に移すということはしないということで
す．私自身も，このことを理解し，臨床で
活用できるようになるまでかなりの年月を
必要としました．この年月の中で「動機づけ
面接法」というスキルに出合い，実に実効性
の高い理論と実践技法に感心した記憶があ
ります．
　外来で患者さんに対して「行動変容」の支
援を行う場面としては，喫煙習慣や食生活
への介入，あるいはゲーム依存などの依存
習慣への介入などが想定されます．依存症
については，最近よく聞かれることとして
「『ダメ，絶対』ではダメ」というメッセージ

がありますが，おそらく，今までのヘルス
ケア専門家は「ダメ，絶対」という以外にス
キルを持っていなかったのかもしれません．
動機づけ面接法の外来診療における応用は，
「『ダメ，絶対』ではダメ」の時代において，
患者さんの意識や行動に関わろうとする医
療者に必須のスキルだと思います．
　本書は，この「動機づけ面接法」の基本的
な理論や実践技術を，外来診療場面に
フォーカスしつつ具体的な事例も交えつつ
初学者にとって理解しやすいようにまとめ
たテキストブックです．本書は大きく“知
識・理論”の単元と“実践技術”の単元に分
かれていて，どちらも臨床に即した事例を
ふまえながら解説されているので，動機づ
け面接の技術を身につける入門書としても，
すでに動機づけ面接法を臨床応用している
ヘルスケア専門家の振り返りテキストとし
ても大変有用だと感じました．
　個人的にとても興味深かったのは，「仲間
を集めて練習しよう」というエクササイズが
いくつも挿入されているところです．本エ
クササイズを同僚と実践することで，テキ
スト上の「理論」や「スキル」が，具体的な
コミュニケーション上の言葉選びだったり，
イントネーションのつけ方だったりという
ところまでに落とし込めるような仕掛けに
なっています．外来に限らず，あらゆる臨
床場面において患者さんが持つ理解や意識，
そして行動の変化を援助したいと考えてい
るヘルスケア専門家の皆さんに読んでいた
だきたい書籍だと思います．
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